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男子学生のクラミジア感染症に対する意識と知識に関する調査
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概要

厚生省の調査では，1993年から性感染症の中ではクラミジア感染症の患者数が1位となり増加傾向にある．ま

た10-20代の若年府や未婚者に感染率が高い．そこで男子大学生と社会人男性を対象にクラミジア感染症を中心

に，STD（性感染症 sexuallytransmitted diseases)についての意識と知識の調査を行い，両者を比較した．

両者とも STD全般についての関心はあるが，クラミジア感染症については関心も認知度も低い．知識テスト

(10点満点）の得点は学生3.60士2.32,社会人5.10土2.62で学生の知識が低い(P<0.05)．学生は気になる STD

も自分が罹るかもしれない STDもAIDSを一番に挙げその他の疾患についての危I具は少ない．社会人は AIDS

よりも感染率が高く ，患者数の多い淋病や梅甜を危l具している．学校における性教育では AIDS教育に主眼か
箭かれているが，クラミジア感染症に対する教育の推進は重要な課題であり早急に検討，実践していく必要がある．

緒 -
[l
 

STDの中で，現在クラミジア ・トラコマチィ

ス感染症（以後クラミジア）は，わが国におい

て最も変延しており ，1993年から淋菌感染症を

凌ぎ第 1位になった．加えて クラミジアは未婚

者 1~3)や10-20歳代の若者の感染率が高く，職業

別にみても学生， OLに多くみられる刈性風俗

業界での コンドーム使用の撤底をはかったエイ

ズ予防キャンペーンにより淋菌感染症は激減し

たか， クラミジアの場合は無症候性の素人間で

（平成10年9月17日受理）
1川崎医療短期大学 第二看護科， 2川崎医科大学附屈病

院，3川崎医療短期大学 第一看護科， 4川崎医療福祉大学

医療福祉学部保健君護学科

1The Second Department of Nursing, Kawasaki Col-

lege of Allied Health Professions 

'Kawasaki Medical School Hospital 

'The First Department of Nursing Kawasaki College 

of Allied Health Professions 

'Department of Nursing Faculty of Medical Welfare, 

Kawasaki University of Medical Welfare 

の感染機会か多く ， コンドームの使用が撒底さ

れず減少していない4)．また当院産婦人科外来で

もハイリ スクグループにおけ るクラミジアの抗

体陽性率は60％以上と高く (1996年 1-10月調

査），クラミジアに関する意識や知識の低さが示

された． クラミジアは妊娠や，出生時の新生児

に悪影孵を与え 5-6)，男性に対しても尿道炎や膀

脱炎，精巣上体炎を起こすなど4.7-9)生殖生理に影

孵を及ぼす疾患であるため，生殖年齢にある若

年層に対する保健指導が急務であると考えられ

る．女子学生を対象になされた調査10)を踏まえ，

今回男子大学生と社会人男性との意識や知識の

比較を中心に調査をした．男子学生の特徴や問

題など若干の知見を得たのでここに報告する．

研究方法

1)調査期間および対象

1997年9月～1998年 1月

（対象 1)岡山県南部の 4年制医療系大学男

子学生50名

（対象 2)岡山県南部の社会人男性78名
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2)調査方法

自記式質問紙調査（無記名）で対象 1に対し

ては講義終了後，女子は退出してもらい，男子

のみに質問紙を配布した．プライバシーが守ら

れるように回収し， 白紙提出も可能にした．対

象2に対しては調査の主旨を個別に説明したう

えで質問紙を配布し，後日郵送してもらった．

対象 1は回収率有効回答率ともに100%，対象 2

は回収率55%，有効回答率54％であった．

すべてのデータはコンピュータに入力し，統

計ソフト SPSSV6.lを用いて処理した．

3)調査項目

(1) 年齢（学生のみ）科 ・学年

(2) 性交経験の有無

(3) STDについての関心

(4) クラミジア感染症についての関心や認知

度，情報源

(5) クラミジア感染症についての知識テスト

知識テストについては，アメリカの White11>

の知識調査を基に，松浦らが看護学生を対象に なし

2) クラミジアについて

(1) 認知度

表 1から学生の40%，社会人の50％は全くク

ラミジアについて知らず，言葉だけしか知らな

いものと合わせると 8割は認知していなかった．

ただし両者間に差はなかった．

(2) 情報源

上記でクラミジアを知っていると答えた者の

情報源を図 3に示す．学生，社会人ともに雑誌

からの情報が多かった．学生は学校やテレビか

らの情報がそれに続き，社会人はテレビや友人

から情報を得ていた．

3) STDに対する関し、

「STDに対する関心」を図 4に， 「クラミ ジ

学生 社会人

なし
5% 

実施したテストを参考にして男性対象用に若干

手を加え，10問からなる正誤で回答できる問題

とし10点を満点とした．

結 果

1)年齢構成および性交経験の有無

年齢構成は図 lに示す．学生の年齢19.6士1.4 

歳社会人の年齢29.2士8.9歳性交経験の有無

は図 2に示す．社会人が有意に性交経験者が多

い (P<0.05). 
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図2 性交経験

表 1 クラミ ジアについての認知度

学生 社会人

全く知らない 40 51 

言葉のみ知っている 48 31 

少し知っている

゜
1 

詳し〈知っている

゜
1 

（％） 

゜
20 40 60 ％ 

゜
10 20 30 40 % 

図 1 年齢構成 図 3 クラミジアについての情報源



クラミジア感染症に対する意識と知識 41 

アに対する関心」を図 5に示す．STDについて

は学生56%，社会人59％の者が関心があると答

えた．しかし，クラミジアについては学生 4%, 

社会人8％の者しか関心がなかった．両者とも

クラミジアについての関心は極めて低かった．

両者の割合での差はみられない．

4)性交時気になる （心配な）STD

性交経験あり ，なしにかかわらず全員に実際

に自分達が性交する （するであろう ）時に気に

なる（心配な）STDについて回答してもら った

図6.学生，社会人ともに AIDSが最も多〈 ，

学生は92%，社会人は87％であった．学生では

AIDS以下，梅毒，淋病が30％程度で，クラミジ
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図5 クラミジアについての関心
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図6 気になる（心配な） STD

アは18%と少なかった．一方，社会人は， AIDS

以外にも梅毒や淋病に対しては半数が不安をも

っており ，その他の STDについても割合は低

いが STD全般に対する不安が学生より多い傾

向にあった．

5)自分か罹る可能性のある STD

自分が罹る可能性のある STDを図 7に示す．

自分が罹る可能性がある（うつりやすい）と思

うSTDについては，46％の学生が AIDSをあ

げた．しかしそれ以外の疾患をあげた者は少な

かった．社会人では気になる STDに AIDSを

あげた者が一番多かったが，罹る可能性がある

と思う STDとして， AIDS(22%）よりも，む

しろ淋病や梅詣のほうが多かった．

6)クラミジアについての知識

クラミジアについての知識テスト (10点満点）

の得点は，学生3.60士2.32,社会人5.10士2.62

で社会人の方が有意に高かった (P<0.05)．得

点別人数割合を図 8に，年代別に平均得点をみ

たものを図 9に示す．得点別割合では，社会人

は7点の者が20%と最も多〈， 9点や10点とい

う高得点の者もいる．学生は 4点の者が25%と
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図 7 罹る可能性のある STD
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図8 知識テスト得点分布
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最も多く ，社会人 と異なり高得点の者はいなか

った．年代別平均得点では，社会人の20代が最

も得点が高く 30代がこれに次ぐ．同じ10代， 20

代でも社会人のはうが学生より平均得点が高い

(20代のみ p<0.05).

知識テストの設問毎の正解率を表2に示す．

両者とも正解率の高低は似たような傾向だった．

設問毎にみると， クラミジアが性感染症であ る

かどうかの設問に対する正解率が両者とも最も

高く 65~72％であった．その他6割を超えた正

解率は，コンドームが予防に効果があるという

もので，それ以外の問題の正解率は低かった．

特に症状，病因に関するものの正解率が低く，

淋病などの症状と間違えている者が多い．気に

なる項目としては，半数の者が腟外射精が予防

に効果があると思っていたり， 7 ～ 8割の者が

オーラルセ ックスでは感染しないと思っていた．

40代以上

30代

20代

10代

゜
4
 

6 点

図9 年代別平均得点

表2 知職テストの正解率 （％）

設 問 正誤 学生 社会人

1.性交で感染する 正 72 65 

2 男性の感染者が多い 誤 26 31 

3 排尿時痛とと尿道からね 誤 10 25 
ばっこい膿かでる

4.無症状の場合が多い 正 26 23 

5.治療が困難 吾"且’‘ 32 38 

6 コンドームが予防に効果 正 62 61 
的

7 腟外射精が予防に効果的 誤 56 50 

8 オーラルセックスでは感染 誤 32 26 
しない

9 原因はウイルスである 芦’’‘ 8 23 

10 不妊症や流 ・早産の原因 正 28 27 
になる

考 察

STD全般についての関心は学生・社会人共に

6割の者がも っていた．しかしクラミジア感染

症については， どちらのグループもほとんど関

心をもっていなかった．したがってクラミジア

感染症についての認知度も当然低かった．

性交時に気になる（心配な） STDは学生，社

会人ともに AIDSと答えた者か最も多かった．

しかし社会人は AIDS以外にも梅毒や淋病など

は半数の者が不安をもっており ，その他につい

ても割合は低いながらも STD全般に対する懸

念を持っていた．しかし学生はAIDS以外のSTD

に対する不安は少なかった．また， 自分が罹る

かもしれない（うつりやすい）と思う STDに

ついては，学生は AIDSが圧倒的に 多かったが，

社会人は AIDSよりもむしろ淋病や梅毒の方を

あげていた．STDの感染率についていえば， 1

回の性交で HIV （ヒ ト免疫不全ウイルス）

°・1~1.0%，淋菌50%，クラミジア30%7,12)で

HIVの感染率は低い．疫学調査によっても，HIV

とは比較にならない多数のクラミジア感染症や

淋病の感染者が報告さ れている 2,4,8)．図7の結果

から学生よりも社会人のほうが，より現実的に

STDについて考えているといえる．日本では1989

年に「後天性免疫不全症候群の予防に関する法

律」が制定され，学校などでも AIDSに対する

教育が始まっている．学生の意識の中では，AIDS

に対する不安や懸念は強いが， より一般的で頻

度の高い他の STDについての危機感は少なか

った．これは STD全般についての知識を得る

機会が乏しかったことによるものと推測される

図8,図9.

松浦ら 10)が医学的知識を得る機会の多い看護

学生に行った同様のテストでは平均得点4.2土2.7

であり ，この成績はわれわれが行った男子大学

生よりも得点は高いが，社会人男性よ り低い．

この得点は，同じ10代， 20代の比較でも学生よ

り社会人の方が得点が高く，社会経験による知

識の差か示唆される．松田 1)は東京都内の女子に

おける クラミ ジアの職業別検出状況に関する調

査で，特殊浴場勤務や会社員，公務員，主婦よ

りも学生の検出率か高かっ たことを報告してい

る．これには多くの原因か考えられるか，学生
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には少なくとも知識面での不足が感じられる．

知識の情報源については，学生も社会人も雑

誌からのものが最も多かった図 3.しかし脇13)ら

によると，情報誌の中で性病や避妊に関する記

事の占める割合は1.6％に過ぎず，性の商品化を

促す傾向が強いという ．したがって雑誌から STD

についての正しい知識が充分に得られているか

どうかは，はなはだ疑問である．雑誌以外では，

学生は学校やテレピから，社会人は友人やテレ

ビから情報を得ている．このことは，学校は正

しい知識の情報発信基地になっていないことと，

同じ年代でも限られた年齢層の集団に属する者

と，年齢も知識も多岐にわたる社会集団で活動

する者との間の人的環税の差か現れているもの

と考えられる．

知識テストではい〈つかの気になる結果が出

た．原因菌や罹患後の障害など専門的なものは

さておき，特に症状に関する正解率が低かった．

潜伏期が1~ 3週間と長く 14)，症状の全く 出ない

キャリア 1~2,7)が無視できない割合で存在するこの

疾患に対する理解度は大変低いといえる．また

予防の方法についても，他の項目より正解率か

高いとはいえ，半数の者が腟外射精が予防に効

果があるなど誤った知識しか持っていない．ま

た最近では泌尿器科医の数グループが，女子の

咽頭を感染源とする男子クラミジア感染者の報

告をしている 4,9,16-18)．円柱上皮に親和性の強い

クラミジアは当然，咽頭や直腸にも感染する．

小島16.19)らの調査では，淋菌感染者の場合33%

の頻度で淋菌が，クラミジア感染者の場合10%

の頻度でクラミジアが咽頭から検出されたと報

告している．今回の知識テス トでは，オーラル

セックスでは感染しないと答えた者が7~ 8割

おり，性行動の調査16,18)では70-80％の男性がそ

れを実施している現状や，商品化された風俗産

業の存在から推し測っても， STDに関する正し

い知識の普及は急務であると考えられる．広瀬7)

らが指摘するように，クラミジア感染症は無症

候性の一般人での感染機会が多いこと 1,2,8,11,14),

中には重篤な急性腹症を伴うものがあること20)'

不妊症や子宮外妊娠，流早産，PROMなど多く

の後続疾患5~6)があるこ となどからも治療医学だ

けでなく ，10代20代の若年層の感染率が高いこ

とから，学校教育の中で対処していく必要かあ

る．宮原21)らが行った大学生の AIDSに対する

知識調査によると，感染経路については90％の

正解率であり，正解率が低かった感染力につい

ても60％であった．これらは今回のクラミジア

に関する正解率よりもはるかに優れている．ま

たAIDSについての情報源として，学校や教師

と答えたものか以前は3.4％だったものか4年間

で23.8%と増加している呵このように AIDS

教育は少しずつ浸透し，何らかの効果を上げつ

つあるといえよう ．これに対しクラミジア感染

症の若年層への変延を考えると，「AIDSの陰に

クラミジアあり」の言葉どおり ，クラミジア感

染症に対する教育の推進は重要な課題であり ，

性教育の方法も含めて早急に検討，実践してい

く必要がある．

本研究の一部は，第17回日本思春期学会総会

学術集会 (1998,8, 21東京）で発表した．
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